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JAXA 宇宙探査イノベーションハブ 

革新的宇宙輸送システム実現に向けた 

オープンイノベーションに関する情報提供要請（RFI） 

2021 年 5 月 11 日 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

宇宙探査イノベーションハブ & 革新的将来輸送プログラム準備チーム 

 

１. はじめに 

自立した宇宙開発利用の飛躍的な拡大とともに、宇宙輸送をはじめとする宇宙産業を我

が国の経済社会を支える主要産業の一つとすることを目的に、文部科学省においてロード

マップが策定されることになりました。このロードマップは、遅くとも 2040年代前半まで

に継続的に我が国の宇宙輸送システムの自立性を確保し、あわせて国際的競争力の確保お

よび産業発展を目指した将来の国益確保と新たな宇宙輸送市場の形成・獲得を狙っており、

抜本的低コスト化等を含めた革新的技術を用いた革新的将来宇宙輸送システムを実現し、

我が国の民間事業者による主体的な事業展開を切り拓こうとしています。 

本募集は、このロードマップの検討（文部科学省による中間まとめ）において、抜本的な

低コスト化等を目指した革新的な「将来宇宙輸送システム研究開発」の推進を狙いに、ユー

ザーを含む産学官の幅広い実施主体が参画するオープンイノベーションでの共創体制を活

用し、宇宙分野以外の事業者を含めた研究開発を開始する活動の一環です。 

共創体制については、JAXA の「宇宙探査イノベーションハブ」（ハブ長：船木 一幸）にて実施し

ている地上における技術課題解決と融合させ、得られた成果を宇宙利用のみならず地上で社会

実装することを目的とした（Dual Utilization）にて実施したいと考えております。 

本情報提供要請（RFI：Request for Information）は、今後着手していく研究課題の設定にあたり、

広く皆様に関連技術情報の提供を求めるものです。本 RFI でいただいた皆様からの技術情報を

基に宇宙探査イノベーションハブ及び革新的将来輸送プログラム準備チームにて課題の絞り込

みを行い、革新的宇宙輸送システムへの参画を希望する皆様に対し研究提案募集（RFP：

Request for Proposal）を発出することを予定しております。 

 

○ JAXA 宇宙探査イノベーションハブに関する情報は、下記ウェブサイトをご参照くださ

い。 

 http://www.ihub-tansa.jaxa.jp/ 

 

○ 革新的将来宇宙輸送のロードマップについて、文科省主体に協議を進めてきました。当

該事業の詳細については、下記ウェブサイトをご参照ください。 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/kaihatu/024/index.html  

http://www.ihub-tansa.jaxa.jp/
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２. 受付期間 

2021年度の RFP の募集課題設定に向けて、RFIの募集期間を 5/10～5/28に設定致しま

す。 

なお、次年度以降の RFPの募集課題を設定予定ですので、締め切り後も常時、情報のご

提供を受け付けます。 

 

３. 対象者 

本 RFIは、日本の法令に基づいて設立された法人又は日本国籍を有する個人を対象とし

ております。 

なお、本 RFI に基づき募集を行う RFPの対象も上記同様となりますのでご了承くださ

い。 

 

４. 技術課題概要 

抜本的な低コスト化等を目指した革新的な「将来宇宙輸送システム研究開発」を文科省ロー

ドマップ検討委員会のロードマップに基づいて行っております。 

  注 1)革新的将来宇宙輸送プログラム概要は別紙 0をご参照下さい。 

抜本的な低コスト化実現のため、地上に市場がある技術を持つ非宇宙企業の需要や低コス

ト性を活かしつつ、研究開発によりスピンインすることを狙い以下の技術課題に挑戦します。各

項目の詳細については別紙 1 をご参照下さい。 

 

1) 製造設計技術 

 新たな製造技術に対して、低コスト、品質維持及び軽量化を実現する最適製造設計 

2) 製造技術 

 大型構造・精密部品の低コスト製造に係る技術 

3) 熱・流体技術 

 宇宙輸送システム特有の要求に耐えうる新技術適用によりシステム全体を刷新 

4) 液体エンジン低コスト化技術 

 地上用産業技術活用によるエンジン製造費の低コスト化 

5) 搭載機器・アビオニクス 

 宇宙輸送システム特有の要求に耐えうる新技術適用によりシステム全体を刷新 

6) 点検・整備繰り返し使用 

 従来の使い切りシステムと要求が大きく異なる技術であり、適用可能技術を広く募集し

低コスト化につなげる。 
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５. 情報提供要請の内容 

皆様が所有する、または、JAXA との共同開発により実現できると想定される技術情報の

ご提供を要請します。今後 RFPに向け、知財に関するご要望について、合わせてお知らせ

いただけると幸いです。 

情報提供に際しては別添 1「情報提供書」の各項目に該当情報をご記入の上、ご提出を

お願いいたします（複数機関で共同して提出いただくことも可能です。）。 

 

なお、本 RFIは、宇宙輸送に特化または限定した技術情報のご提供をお願いするものでは

なく、将来の宇宙輸送への応用を目的としつつ、研究開発の成果が地上での社会実装（イノ

ベーション）にもつながる可能性のある技術情報のご提供を期待しています。 

 

６. 情報提供の方法 

1) 応募書類 

別添 1「情報提供書」に必要事項をご記入、PDF形式に変換の上、2）提出方法に記載の

方法にてご提出ください。 

下記をご参考に作成ください。 

①文字サイズ 10 ポイント以上 

③補足説明資料の添付可（PDF形式） 

④ファイルサイズは「情報提供書」「補足資料」ともに 2MBを目安とする 

 

2）提出方法 

下記あてに、メール添付にてお送りください。 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

革新的将来宇宙輸送プログラムチーム RFI/RFP 事務局 宛 

Email: RI.JIMUKYOKU_RFI@ml.jaxa.jp 

 

3) 情報ご提供後の進め方 

必要に応じて、こちらから質問などご連絡させていただくことがあります。 
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4) 情報の取り扱いについて 

①ご提出いただいた「情報提供書」は、RFPを行うための参考情報としてのみ使用し、

RFP課題設定の関係者（外部委員含む／守秘義務あり）のみに開示いたします。提供

者の許可なくして第三者へ開示する事はありません。ただし、RFPの実施においては

監督官庁へ開示する事があります。 

②上記の通り秘密情報として、取り扱いに留意のうえ管理いたしますが、ご希望の場合

には秘密保持契約を締結させていただきます。別添 2「秘密保持契約書雛型」に必要

情報を記載し、７．に記載のメールアドレス宛に word 形式でお送りください。 

 

７．問合せ先 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

革新的将来宇宙輸送プログラムチーム RFI/RFP事務局 宛 

E-mail: RI.JIMUKYOKU@ml.jaxa.jp 

   〒305-8505 茨城県つくば市千現 2-1-1  

  ※電話でのお問合せはお受けできません 

   JAXA 総合窓口等へのお問合せはお控えくださいますようお願いいたします。 

 

８．留意事項 

本 RFI に情報提供いただくにあたりましては、以下の点、ご了承ください。 

1) 本 RFI は、今後予定しております RFP を行うための参考情報として利用する事を目的として

実施するものであり、当該 RFP における選考に影響を与えるものではありません。 

2) ご提供いただいた情報は、RFP の募集課題に反映されないこともあります。 

3) ご提供いただいた情報・資料につきましては返却いたしません。 

4) ご提供いただいた情報に関し、質問等、ご連絡をさせていただく場合がありますので、情報

提供書にはご連絡先を明記ください。 

5) 本 RFI に係る書面の作成、提出等に要する費用は、情報提供者がご負担くださいますようお

願いいたします。 

6）情報提供に関連して提供された個人情報については、個人情報の保護に関する法律及び関係

法令を遵守し、下記各項目の目的にのみ利用します。（ただし、法令等により提供を求めら

れた場合を除きます。） 

  ・ご提供いただいた情報に関する質問等、関連する事務連絡に利用します。 

  ・JAXA が開催するセミナー、シンポジウム等のイベント案内や、関連する募集等、宇宙探

査イノベーションハブの情報配信に利用させていただくことがあります。 

  ・ご希望の方については、関連情報として宇宙探査イノベーションハブのメールマガジン

配信先として登録させていただきます。 



別紙０

高頻度往還飛行型宇宙輸送システム（詳細省略）

注）革新的将来宇宙輸送システム実現に向けたロードマップ検討会（第8回）資料抜粋



別紙０将来宇宙輸送システムの飛行形態案（DRAFT）

注）革新的将来宇宙輸送システム実現に向けたロードマップ検討会（第8回）資料抜粋
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